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～食材と作り手の、出会いとあゆみ～

取材・文・写真／新井由己　協力／南っこ（P78 トマト写真）

】編者産生【 回2第

ミニトマトと山上康弘

①今年は夜の気温が下がらず、暑さに負けてしまった苗も多く、生育に差がある
②ミニトマトの枝を誘引したり、芽かきをして背丈を揃えるのが腕の見せどころ
③トマトの根は22度が最適な温度で、15度以下では根が伸びにくくなるそうだ
④緑色の錠剤は、コオロギ、バッタ、ナメクジなどを避けるためのもの

②

③

④ ①

「僕は 1800 本のトマト苗のトレーナーなん
です」と語る山上康弘さん

ミニトマトに話しかけるよ
うに毎日観察しながら、小
さな変化も見逃さない

南っこ http://www.minamikko.com/


